
7 款 4 項 1目 第 5章 住環境が整備された住みやすいまちづくり 

【会計】一般会計 基本施策 2 住宅・住環境の整備 

7 款：土木費 4 項：住宅費 1 目：住宅費 施策 1 良好な住宅・住環境の整備を推進します 

事業 3 住生活基本計画推進事業 

担当所属 建築住宅課 

【予算額・決算額】（円） 

予算額 決算額 
（財源内訳） 

一般財源 国支出金 県支出金 地方債 その他特財 

14,391,000 14,160,330 10,160,330 4,000,000 0 0 0 

【決算額の節別内訳】（円） 

08 報償費 93,850 11 需用費 1,680 

14 使用料及び賃借料 64,800 19 負担金補助及び交付金 14,000,000 

【実施計画の概要】 

事業の内容 

今後想定される人口減少や少子高齢化においても活力ある市を目指すため、佐倉市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に基づき、佐倉市住生活基本計画の転入促進や転出抑制

につながる住宅施策を推進し、下記の事業を行います。 
1.佐倉市住生活基本計画推進検討会の開催 2.佐倉市空き家バンク事業の実施 3.佐倉

市中古住宅リフォーム支援事業の実施 4.佐倉市近居・同居住替支援事業の実施 5.佐倉

市団地再生モデル事業の実施 

事業の目的 

佐倉市住生活基本計画の推進に関し適宜、会議を開催し必要な事項を検討します。佐倉

市空き家バンク事業及び佐倉市中古住宅リフォーム支援事業により、市内の空き家の利

活用を促進させ、定住人口の維持・増加と地域の活性化を図ります。佐倉市近居・同居

住替支援事業により、子育て世帯と親世帯が近居・同居し子育て支援と高齢者の見守り

を同時に行うことで、定住人口の維持・増加を図ります。佐倉市団地再生モデル事業に

より、団地の活性化を図ります。 

事業の効果 
佐倉市住生活基本計画の施策が推進され、市民が互いに地域で支えあい、安全・安心に

暮らせるような、良好な住生活の実現が図れます。 
【事業の概要】 
・佐倉市住生活基本計画推進検討会委員を公募しました。 
・空き家バンク事業として、物件調査・見学案内、空き家バンクツアーを実施しました。 
・15 件の中古住宅リフォーム補助と、14 件の近居・同居住替支援事業補助を実施しました。 
 

【活動指標・成果指標】 

指標名 平成 28 年度 平成 27 年度 平成 26 年度 
近居・同居住替支援補助件数 14 件 － － 

 


